
大阪市地域振興会50周年 大阪市赤十字奉仕団75周年

　大阪市福島区は、大阪の中心部として、昨今は多くの変
化と発展を遂げ、歴史と現代が融合する魅力的なエリアで
す。JRや阪神電車、大阪メトロを利用すれば大阪の各地へ
もすぐに行けるため、交通の便が非常に優れています。この
利便性の高さから、ビジネスパーソンやファミリー層からの
人気が高まり、マンション建設とともに人口も年々増加して
おり、多様な世代が共存する地域へと発展しています。
　また、福島区はグルメの街としても広く知られています。
多様な飲食店が集まっており、特に地元食材を活かした創
作料理店、個性的な居酒屋、カフェが多く、食通たちを魅了
しています。これに加えて、地元の商店街など小規模な飲食
店が集まるエリアでは、親しみやすい雰囲気の中で食事を
楽しむことができ、地域の活気を支えています。
　このような地域特性を踏まえ、福島区地域振興会・福島
区赤十字奉仕団は、更なる区民の福祉向上と地域活性化を
めざし、各地域でさまざまな活動に取り組んでまいりました。
地域イベントとしては、地域住民の交流を深めるため、区民
まつりへの出店、夏祭りや盆踊り、スポーツ大会、もちつき
大会など、工夫を凝らした季節ごとの行事を開催し、世代を
超えた交流の場として地域の一体感を醸成する大きな役割
を果たしてきました。
　また、防災面では近年多発する自然災害に備えるための

防災訓練や防災意識の啓発活動、防犯面では防犯カメラの
設置、子どもや高齢者の見守り、歳末夜警など、安全・安心
なまちづくりのため、区内関係各所と連携し積極的に取り組
んでまいりました。
　更に、2023年には福島区政80周年を迎えました。その
節目を記念し、福島区民センターにおいて「福島区地域振
興大会」を盛大に開催しました。この大会は、地域の歴史を
振り返るとともに地域で活躍する方々の表彰を行うなど、会
員相互の絆を深め、今後のより良いまちづくりに向けた機運
を高める機会となりました。
　これらのすべての活動を通じて、地域住民の交流が深ま
り、安全・安心なまちづくりがより進展するなど一定の成果
を上げることができました。
　しかしながら、一方では福島区も例外ではなく、会員の高
齢化が進んでおり、後継者不足が深刻化しています。若い
世代の参加を促すための取り組みが急務となっています。
また、地域ニーズも多様化しており、従来の活動だけでは対
応しきれない部分もあり、時代の流れとともに新たなニーズ
を把握し柔軟に対応できる体制づくりが求められるなど、地
域課題や組織課題の解決に向けて取り組んでいくことも必
要となっています。

　本年は「2025大阪・関西万博」が開催され、最新の技術
やアイデアを通じて、未来社会がどのようにデザインされて
いくかを体感でき、新しい時代の幕開けとなる節目の年とな
りました。今回、時を同じくして、「大阪市地域振興会創立50
周年、大阪市赤十字奉仕団創立75周年」を迎えましたこと
は大変感慨深く感じております。
　福島区地域振興会・福島区赤十字奉仕団としましても、
地域住民との連帯感を大切に、これまで培ってきたよき伝
統を守っていくとともに、次の時代をしっかり見据えながら、
これからも、まちの安全・安心・活性化のために尽力してま
いります。

『新しい時代の幕開けに向けて』　　
福島区地域振興会会長/福島区赤十字奉仕団団長　安田　征雄

DATA福島区
●面　積／4.67km2
●世　帯／47,310世帯
●人　口／83,747人

●男　性／39,821人
●女　性／43,926人

●区の花／のだふじ
　福島区の花 「のだふじ」 は、今から約600年前(南北朝時代)その美しさで知られ、野田は
　「吉野の桜」「高雄の紅葉」とともに三大名所と呼ばれました。（2025年9月1日現在）
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